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成果の概要／八木優英 
 
【学術集会の概要】 
学術集会名 ：The 22th Annual Congress of the European College of Sport Science 

 （第 22 回ヨーロッパスポーツ科学学会） 
開催場所：Messe Essen, Essen, Germany（メッセエッセン、エッセン、ドイツ）  
開催期間：平成 29 年 7 月 5 日～ 7 月 8 日 
 

ヨーロッパスポーツ科学学会はヨーロッパにおけるスポーツに関する生理学・バイオメカニ

クス・心理学・医学などの世界有数の学会で、スポーツ医学とスポーツ科学の学際的な分野の

研究に特に力を注いでいる。ヨーロッパの学会ではあるが、アジアやアメリカなど世界中の研

究者が集まる非常に大規模な学会である。本学会の特徴の一つに、若手研究者の育成がある。

学術集会では若手研究者に対する賞や教育的なワークショップが設けられ、若手研究者は多く

の著名な研究者たちと意見交換を行う機会がある。 
主な参加者は筋腱複合体の研究で著名なナント大学の Francois Hug 先生やフンボルト大学ベ

ルリンの Adamantios Arampatzis 先生であった。 
 
【研究発表の概要】 
 発表形式：ポスター発表（発表時間は 2 分、質疑応答 2 分間） 

発表題目：（英文）「The effect of weight bearing and knee angle on tension of the popliteus muscle」 
（和文）「荷重及び膝関節角度が膝窩筋の筋張力に及ぼす影響」 

今回の学会発表では、膝窩筋の筋張力が膝関節角度や荷重によりいかなる影響を受けるかと

いう研究の発表を行った。膝窩筋の筋張力は膝関節安定性にとって重要な筋であると報告され

ているため、膝関節障害後のスポーツ復帰に向けたリハビリテーションなどにおいて、膝窩筋

のトレーニングが頻繁に行われる。しかし、トレーニングに用いられる膝関節角度や体重負荷

により、膝窩筋の筋張力がいかなる影響を受けるかは定かではない。この原因の一つに、生体

において非侵襲的に筋張力を測定することが困難であることが挙げられる。近年、超音波診断

装置のせん断波エラストグラフィー機能を用い、硬さの指標である弾性率から筋張力を推定す

る方法が確立された。そこでこの装置を用いて体重負荷や膝関節角度による膝窩筋の筋張力へ

の影響を検討した。 
14 人の健常成人がこの研究に参加した。基準肢位を腹臥位膝関節屈曲 30°とし、同肢位で

膝窩筋の筋弾性率を測定した。他動運動条件では、膝関節伸展 0°、基準肢位から下腿外旋 20°
および内旋 20°の 3 課題を腹臥位で実施した。等尺性収縮条件では、基準肢位での膝関節伸展

と屈曲、下腿外旋と内旋の 4 課題で等尺性収縮を腹臥位で行った。荷重条件では、膝関節伸展

0°、屈曲 30°の片脚立位を 2 課題で実施した。Wilcoxon の符号順位検定にて、他動運動条件

では膝窩筋の弾性率が膝関節屈曲 30°より膝関節伸展 0°、下腿外旋 20°で、等尺性収縮条件

では安静時より膝関節屈曲および下腿内旋で有意に増加することが示された。また反復測定二

元配置分散分析により荷重及び角度に有意な主効果を認め、膝関節伸展と荷重負荷により膝窩

筋の弾性率が増加することが示された。さらに荷重下では膝関節 0°より膝関節 30°の片脚立



 
 

位で膝窩筋の弾性率が有意に低下した。以上より、膝窩筋は内旋および屈曲の運動学的な作用

を有することが示された。さらに、荷重位、膝関節軽度屈曲位において弾性率が減少した。つ

まり膝窩筋の膝関節への作用が減少する可能性が示された。 
質疑応答では、2 名の研究者と座長からの質問を受けた、超音波診断装置のせん断波エラス

トグラフィー機能の測定方法についての議論が中心であった。エラストグラフィー機能の詳細

な設定方法や測定部位、膝窩筋の特徴など細かな内容について海外の研究者と議論を深めるこ

とができ、大変有意義な質疑応答を行えたと思う。 
 
【他研究者の発表】 
 Francois Hug 先生は筋腱複合体の張力についての第一人者である。Hug 先生の講演の中で、

エラストグラフィーを用いた研究の発展性についての知見が示されており、今後の研究に非常

に役立つ内容であった。Hug 先生のように、世界のトップランナーが多く参加する海外学会で

は、国内の学会では見られないような斬新な研究が多くあった。また議論が活発で、自分の疑

問や意見を発表者と共有し、研究を次に進めようとする建設的な雰囲気が非常に素晴らしいと

感じた。 
 

【謝辞】 
 今回、国際会議での発表の機会を頂け、とても有意義な時間を過ごすことができました。海

外学会でハイレベルな発表を聴講し、今後の研究へのモチベーションの向上に繋がりました。

最後になりますが、国際研究集会への発表・参加に対して助成頂きました京都大学教育研究振

興財団に心よりお礼申し上げます。 


